
(57)【要約】

【課題】正面視野と斜め視野との間で色味の変化を低減

できる液晶表示装置を提供する。【解決手段】　液晶表

示装置１００は、ガラス基板１０６と液晶層１０３との

間に挟みこまれた絶縁層１０７を有する。ガラス基板１

０６の屈折率、及び、液晶層１０３の屈折率は、それぞ

れ絶縁層１０７の屈折率よりも小さく、絶縁層１０７は

、光の干渉により、その膜厚に応じて、透過率の波長特

性が異なっている。絶縁層１０７の膜厚ｄが、

ｋを０以上で５以下の整数として、

　ｄ＝（１００＋１７０×ｋ）±３０

を満たすように設定することで、正面視野と斜め視野と

の間での色味の変化を抑制する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出
射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸 が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と
を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 光 入 射 側 基 板 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁 層 が 、 該 絶 縁 層 よ り も 屈 折 率 が 小 さ な ２ つ の 層 に
挟 ま れ て お り 、
　 前 記 絶 縁 層 の 厚 み を ｄ （ ｎ ｍ ） 、 ｋ を ０ 以 上 で ５ 以 下 の 整 数 と し て 、 下 記 式 ：
　 ｄ ＝ （ １ ０ ０ ＋ １ ７ ０ × ｋ ） ± ３ ０
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 絶 縁 層 が Ｓ ｉ Ｎ ｘ で 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 １ の 保 護 層 、 偏 光 子 及 び 第 ２ の 保 護
層 か ら 成 り 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 は 、 厚 さ 方 向 の 光 軸 を 持 ち 且 つ 厚 み に 応 じ た リ タ デ ー シ ョ
ン を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み ｔ （ μ ｍ ） が 、
　 ０ ＜ ｔ ≦ ５ ７
の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 １ の 保 護 層 、 偏 光 子 及 び 第 ２ の 保 護
層 か ら 成 り 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 は 、 厚 さ 方 向 の 光 軸 を 持 ち 且 つ 厚 み に 応 じ た リ タ デ ー シ ョ
ン を 有 し て お り 、
　 前 記 第 ２ 保 護 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン が ０ よ り も 大 き く ４ ． ５ ｎ ｍ 以 下 で あ り 、 厚 さ 方
向 の リ タ デ ー シ ョ ン が ０ よ り も 大 き く ４ ５ ｎ ｍ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 Ｉ Ｐ Ｓ （ In-Plane Switching） 型 の 液
晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 の 配 向 方 向 と ガ ラ ス 基 板 と が 平 行 で あ り 、 Ｔ Ｎ （ Twis
t Nematic） 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 比 し て 、 高 視 野 角 を 実 現 で き る 利 点 が あ る 。 図 ５ は 、 一
般 的 な Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 を 断 面 図 で 示 し て い る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ は 、 バ ッ
ク ラ イ ト 光 源 側 か ら 、 偏 光 板 ２ ０ １ と 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 ２ ０ ２ と 、 液 晶 層 ２ ０ ３ と 、 Ｃ Ｆ 基 板
２ ０ ４ と 、 偏 光 板 ２ ０ ５ と を 有 す る 。 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ で は 、 そ れ ぞ れ Ｔ Ｆ
Ｔ 基 板 ２ ０ ２ 上 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 ２ ０ ８ と 対 向 電 極 ２ ０ ９ と の 間 の 電 位 差 に よ っ て 液
晶 ２ １ ０ に 基 板 平 行 方 向 の 電 界 が 印 加 さ れ て 、 液 晶 ２ １ ０ が 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ は 、 高 視 野 角 を 実 現 で き る 利 点 は あ る も の の 、
例 え ば 黒 表 示 時 に お い て 、 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ を 偏 光 板 ２ ０ １ 又 は ２ ０ ５ の 偏 光 軸 か ら ４
５ 度 の 方 位 角 で 視 野 角 を つ け て 観 察 す る と 、 光 漏 れ が 観 察 さ れ 、 こ の 光 漏 れ に よ っ て 表 示
色 黒 が 赤 み が か っ て 観 察 さ れ る 問 題 が あ る 。 こ の 光 漏 れ は 、 偏 光 板 ２ ０ １ 又 は ２ ０ ５ の 偏
光 軸 か ら ４ ５ 度 の 方 位 角 で 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ を 観 察 す る と 、 一 対 の 偏 光 板 ２ ０ １ 、 ２ ０
５ の 偏 光 軸 の な す 角 が ９ ０ 度 よ り も 大 き く 見 え る こ と 、 偏 光 板 ２ ０ １ 及 び ２ ０ ５ を 構 成 す
る 保 護 層 （ 図 示 せ ず ） が だ 円 偏 光 に 見 え て 保 護 層 を 通 過 す る 光 に 位 相 差 が 生 じ る こ と 、 及
び 、 液 晶 層 ２ ０ ３ を 斜 め 視 野 か ら 観 察 す る と 複 屈 折 が 生 じ る こ と に よ り 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 図 ６ は 、 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 黒 表 示 時 に お け る 視 野 角 と 観 察 さ れ る 色 度 と の 関 係
を 示 し て い る 。 同 図 で は 、 視 野 角 の 変 化 に よ る 色 度 の 変 化 を 色 温 度 の 変 化 と し て 示 し て い
る 。 一 般 に 、 色 温 度 １ ０ ０ ０ Ｋ は 赤 色 に 対 応 し 、 ２ ８ ０ ０ Ｋ か ら ３ ２ ０ ０ Ｋ の 範 囲 は 橙 色
か ら 黄 色 に 対 応 す る 。 ま た 、 ３ ２ ０ ０ Ｋ か ら ５ ０ ０ ０ Ｋ の 範 囲 は 、 無 色 に 対 応 し 、 ５ ０ ０
０ Ｋ を 超 え る 範 囲 は 、 青 色 に 対 応 す る 。 黒 表 示 時 に 正 面 視 野 （ 視 野 角 ０ 度 ） で 観 察 さ れ る
色 度 が 色 温 度 １ １ ０ ０ ０ Ｋ 付 近 で あ る と き 、 液 晶 表 示 装 置 を 、 視 野 角 を 増 加 さ せ て 観 察 す
る と 、 同 図 に 示 す よ う に 、 視 野 角 の 増 加 に 伴 っ て 観 察 さ れ る 色 温 度 が 急 激 に 低 下 す る 。 こ
の 色 温 度 の 低 下 は 、 赤 み 成 分 の 増 加 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ 、 及 び 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で 観 察 さ れ る 色 味 の 変 化 は 、 液
晶 表 示 装 置 の 表 示 品 質 を 低 下 さ せ る た め 、 好 ま し く な い 。 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ を 低 減 し 、
色 味 の 変 化 を 抑 制 す る 技 術 と し て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 技 術 や 、 特 許 文 献 ２ に 記 載
さ れ た 技 術 が あ る 。 こ れ ら の 技 術 で は 、 所 定 の 光 学 特 性 を 有 す る 光 学 補 償 層 （ 位 相 差 板 ）
を 用 い て 、 光 漏 れ を 低 減 し 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で の 色 度 変 化 を 抑 制 し よ う と し て
い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ０ ７ ２ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ４ ２ ４ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ で は 、 屈 折 率 が ２ 前 後 で あ る 絶 縁 層 （ Ｓ ｉ Ｎ ｘ
層 ） ２ ０ ７ が 、 屈 折 率 が 例 え ば １ ． ５ ４ で あ る ガ ラ ス 基 板 ２ ０ ６ と 、 屈 折 率 が １ ． ５ 前 後
で あ る 液 晶 層 ２ ０ ３ と の 間 に 挟 み こ ま れ て い る 。 一 般 に 、 あ る 屈 折 率 を 持 つ 層 が 、 そ れ よ
り も 屈 折 率 が 小 さ い ２ つ の 層 の 間 に 挟 み 込 ま れ て い る 場 合 に は 、 光 の 干 渉 に よ っ て 、 屈 折
率 の 小 さ な 層 に よ っ て 挟 み 込 ま れ た 層 の 膜 厚 に 応 じ て 、 透 過 光 の 波 長 特 性 （ 透 過 率 － 波 長
特 性 ） が 変 化 す る 。 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ で は 、 絶 縁 層 ２ ０ ７ の 正 面 視 野 方 向 の 膜 厚 （ ｄ ）
と 、 斜 め 視 野 方 向 の 見 か け 上 の 膜 厚 （ ｄ ’ ） と が 異 な る 値 と な っ て お り 、 こ の 絶 縁 層 ２ ０
７ の 見 か け 上 の 膜 厚 の 違 い に よ り 、 正 面 視 野 方 向 の 透 過 率 の 波 長 特 性 と 、 斜 め 視 野 方 向 の
透 過 率 の 波 長 特 性 と が 異 な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 例 え ば バ ッ ク ラ イ ト 光 源 と し て 、 Ｒ Ｇ Ｂ の ３ 原 色 に 対 応 す る 波 長 に そ れ ぞ れ ピ ー ク を 持
つ ３ 波 長 光 源 を 使 用 し 、 正 面 視 野 で の 光 の 透 過 率 の 波 長 特 性 は 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 の ピ ー ク
に 対 応 す る 波 長 の 光 を 低 下 さ せ な い 場 合 に つ い て 考 え る 。 こ の 場 合 、 斜 め 視 野 で の 光 の 透
過 率 の 波 長 特 性 が 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 の ３ つ の ピ ー ク う ち の の 少 な く と も １ つ の ピ ー ク に 対
応 す る 波 長 の 光 を 低 下 さ せ る も の で あ っ た と き に は 、 正 面 視 野 で の 透 過 光 の 波 長 ス ペ ク ト
ル と 、 斜 め 視 野 で の 透 過 光 の 波 長 ス ペ ク ト ル と の 間 に 大 き な 差 が 生 じ 、 液 晶 表 示 装 置 ２ ０
０ の 観 察 者 は 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で 、 大 き な 色 味 の 変 化 を 感 じ る こ と と な る 。 こ
の よ う に 、 絶 縁 層 ２ ０ ７ の 膜 厚 は 、 液 晶 表 示 装 置 ２ ０ ０ の 表 示 品 質 に 影 響 を 与 え る も の で
あ る が 、 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ を 含 め 、 従 来 、 正 面 視 野 で の 光 透 過 率 の 波 長 特 性 と 、 斜
め 視 野 で の 光 透 過 率 と の 波 長 特 性 と を 考 慮 し て 、 絶 縁 層 ２ ０ ７ の 膜 厚 を 設 定 す る こ と は な
さ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で 色 味 の 変 化 を 低 減 で き 、 表 示 品 質 の 低 下 を 抑 制
で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 層 を 挟 ん で 対 向 す る 光 入 射
側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 と 、 前 記 光 入 射 側 基 板 及 び 光 出 射 側 基 板 を 挟 ん で 対 向 し 、 偏 光 軸
が 相 互 に 直 交 す る 光 入 射 側 偏 光 板 及 び 光 出 射 側 偏 光 板 と を 有 す る Ｉ Ｐ Ｓ 型 液 晶 表 示 装 置 に
お い て 、 前 記 光 入 射 側 基 板 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁 層 が 、 該 絶 縁 層 よ り も 屈 折 率 が 小 さ な ２ つ
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の 層 に 挟 ま れ て お り 、 前 記 絶 縁 層 の 厚 み を ｄ （ ｎ ｍ ） 、 ｋ を ０ 以 上 で ５ 以 下 の 整 数 と し て
、 下 記 式 ：
　 ｄ ＝ （ １ ０ ０ ＋ １ ７ ０ × ｋ ） ± ３ ０
が 成 立 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 絶 縁 層 の 膜 厚 が 上 記 式 を 満 た す 範 囲 内 に 設 定 さ れ て い る た
め 、 正 面 視 野 で 観 察 さ れ る 色 味 と 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 味 と の 間 の 変 化 を 抑 制 で き る
。 一 般 に 、 あ る 層 が 、 そ の 層 よ り も 屈 折 率 が 小 さ な 層 に よ っ て 挟 み 込 ま れ て い る と き に は
、 光 の 干 渉 に よ り 、 挟 み 込 ま れ た 層 の 膜 厚 に 応 じ て 、 そ の 層 を 透 過 す る 光 の 波 長 特 性 が 変
化 す る 。 本 発 明 者 ら は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 絶 縁 層 の 膜 厚 を 、 上 記 式 を 満 た す 範 囲
内 に 設 定 し 、 正 面 視 野 方 向 の 透 過 光 の 波 長 特 性 と 、 斜 め 視 野 方 向 の 透 過 光 の 波 長 特 性 と を
制 御 す る こ と に よ り 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で 生 じ る 色 味 の 変 化 を 抑 制 で き る こ と を
突 き 止 め 、 本 発 明 を な す に 至 っ た も の で あ る 。 な お 、 絶 縁 層 が 積 層 さ れ た 複 数 の 層 か ら な
る と き に は 、 小 さ な 屈 折 率 を 有 す る 層 に よ っ て 挟 み こ ま れ た 複 数 の 層 の 膜 厚 の 合 計 を 、 上
記 式 を 満 た す 範 囲 内 に 設 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 絶 縁 層 を 、 屈 折 率 が １ ． ８ ～ ２ 程 度 で あ る Ｓ ｉ Ｎ ｘ で
形 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 １ の 保
護 層 、 偏 光 子 及 び 第 ２ の 保 護 層 か ら 成 り 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 は 、 厚 さ 方 向 の 光 軸 を 持 ち 且
つ 厚 み に 応 じ た リ タ デ ー シ ョ ン を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 の 厚 み ｔ （ μ ｍ ） が 、 ０
＜ ｔ ≦ ５ ７ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温 度 を ５ ０
０ ０ Ｋ 以 上 に し て 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で 生 じ る 色 味 の 変 化 を 、 観 察 者 が 色 味 の 変
化 を 感 じ な い レ ベ ル に ま で 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 前 記 光 入 射 側 偏 光 板 が 、 光 入 射 側 か ら 見 て 順 次 に 第 １ の 保
護 層 、 偏 光 子 及 び 第 ２ の 保 護 層 か ら 成 り 、 前 記 第 ２ の 保 護 層 は 、 厚 さ 方 向 の 光 軸 を 持 ち 且
つ 厚 み に 応 じ た リ タ デ ー シ ョ ン を 有 し て お り 、 前 記 第 ２ 保 護 層 の 面 内 リ タ デ ー シ ョ ン が ０
よ り も 大 き く ４ ． ５ ｎ ｍ 以 下 で あ り 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン が ０ よ り も 大 き く ４ ５ ｎ
ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 に も 、 上 記 と 同 様 に 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温
度 を ５ ０ ０ ０ Ｋ 以 上 に し て 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で 生 じ る 色 味 の 変 化 を 、 観 察 者 が
色 味 の 変 化 を 感 じ な い レ ベ ル に ま で 抑 制 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 正 面 視 野 で 観 察 さ れ る 色 味 と 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 味 と
の 間 の 変 化 を 抑 制 す る こ と が で き 、 表 示 品 質 の 高 い 液 晶 表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 例 に 基 づ い て 、 本 発 明 を 更 に 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 示 し て い る 。 本 実 施 形 態 例 の 液 晶 表 示 装
置 は 、 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 と し て 構 成 さ れ 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 側 か ら 、 偏 光 板 １ ０ １
、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ 、 液 晶 層 １ ０ ３ 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 、 及 び 、 偏 光 板 １ ０ ５ を 順 次 に 有 す
る 。 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ で は 、 光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ の 偏 光 軸 と 光 出 射 側 の 偏 光 板 １ ０
５ の 偏 光 軸 と は 、 互 い に 直 交 す る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 偏 光 板 １ ０ １ は 、 バ ッ ク ラ イ ト 光 源 側 か ら 、 第 １ の 保 護 層 １ １ １ 、 偏 光 子 １ １ ２ 、 第 ２
の 保 護 層 １ １ ３ を 順 次 に 有 す る 。 第 １ 及 び 第 ２ 保 護 層 １ １ １ 、 １ １ ３ は 、 Ｔ Ａ Ｃ （ ト リ ア
セ チ ル セ ル ロ ー ス ） を 用 い て 構 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ 厚 さ 方 向 に 光 軸 を 有 し 、 厚 み に 応 じ た リ
タ デ ー シ ョ ン を 有 し て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ ０ ２ は 、 ガ ラ ス 基 板 １ ０ ６ 上 に 形 成 さ れ た 絶 縁
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層 （ Ｓ ｉ Ｎ ｘ 層 ） １ ０ ７ を 含 む 。 絶 縁 層 １ ０ ７ は 、 例 え ば 図 示 し な い Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 絶 縁
膜 、 及 び 、 Ｔ Ｆ Ｔ の 層 間 絶 縁 膜 と し て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 例 え ば 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 屈 折 率 は １ ． ８ ５ ～ ２ ． ０ で あ り 、 ガ ラ ス 基 板 １ ０ ６ の 屈 折 率
は １ ． ５ ４ 、 液 晶 層 １ ０ ３ の 屈 折 率 は １ ． ４ ５ ～ １ ． ５ ５ 程 度 で あ る 。 液 晶 表 示 装 置 １ ０
０ で は 、 絶 縁 層 １ ０ ７ が 、 そ れ よ り 屈 折 率 の 小 さ な ガ ラ ス 基 板 １ ０ ６ と 液 晶 層 １ ０ ３ と に
よ っ て 挟 み 込 ま れ て お り 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 光 透 過 率 の 波 長 特 性 は 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 膜 厚 に
応 じ て 変 化 す る 。 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ で は 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 見 か け 上 の 膜 厚 が 正 面 視 野 と
斜 め 視 野 と の 間 で 変 化 す る た め 、 正 面 視 野 で の 絶 縁 層 １ ０ ７ の 光 透 過 率 の 波 長 特 性 と 、 斜
め 視 野 で の 絶 縁 層 １ ０ ７ の 光 透 過 率 の 波 長 特 性 と が 異 な る 特 性 と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 と こ ろ で 、 液 晶 表 示 装 置 １ ０ ０ か ら は 、 Ｃ Ｆ 基 板 １ ０ ４ 上 に 形 成 さ れ た 図 示 し な い カ ラ
ー フ ィ ル タ に よ っ て Ｒ Ｇ Ｂ の ３ 原 色 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 波 長 の 光 が 多 く 出 射 さ れ る 。 こ の
た め 、 上 記 の よ う に 絶 縁 層 １ ０ ７ の 光 透 過 率 の 波 長 特 性 が 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で 異
な っ て い る 場 合 で も 、 Ｒ Ｇ Ｂ の ３ 原 色 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 波 長 に お い て 、 正 面 視 野 と 斜 め
視 野 と の 間 で の 光 透 過 率 の 変 化 が 少 な い 場 合 に は 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 の 色 度 （ 色
温 度 ） の 変 化 を 抑 制 で き る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 膜 厚 を 変 化 さ せ て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 い 、 絶 縁 層 １ ０
７ の 膜 厚 と 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温 度 と の 関 係 調 べ 、 正 面 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温 度 と
斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温 度 と の 差 が 少 な く 、 表 示 品 質 の 低 下 が 抑 制 で き る 絶 縁 層 １ ０ ７
の 膜 厚 を 求 め た 。 な お 、 斜 め 視 野 と し て 、 偏 光 板 １ ０ １ 又 は １ ０ ５ の 偏 光 軸 か ら の 角 度 が
４ ５ 度 の 方 位 と な る 方 位 角 を 採 用 し た 。 ま た 、 色 温 度 の 低 下 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 視 野
角 ４ ０ 度 で ほ ぼ 収 束 す る た め 、 斜 め 視 野 と し て は 、 視 野 角 ４ ０ 度 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 黒 表 示 時 に お け る 絶 縁 層 の 膜 厚 と 斜 め 視 野 で 観 察 さ
れ る 色 温 度 と の 関 係 を 示 し て い る 。 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 条 件 と し て 、 ガ ラ ス 基 板 １ ０ ６ の 屈
折 率 （ 可 視 光 の 中 心 波 長 で あ る ５ ５ ０ ｎ ｍ の 光 に 対 す る 屈 折 率 ） を １ ． ５ ４ 、 絶 縁 層 １ ０
７ の 屈 折 率 を １ ． ８ ７ 、 液 晶 層 １ ０ ３ の 屈 折 率 を １ ． ４ ５ ～ １ ． ５ ５ に 設 定 し た 。 ま た 、
偏 光 板 １ ０ １ を 構 成 す る 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ の 膜 厚 を ８ ０ μ ｍ に 設 定 し 、 正 面 視 野 で 観 察 さ
れ る 色 温 度 を １ ４ ０ ０ ０ Ｋ ～ １ ５ ０ ０ ０ Ｋ に 設 定 し た 。 同 図 に 示 す よ う に 、 斜 め 視 野 で 観
察 さ れ る 色 温 度 は 、 ２ ５ ０ ０ Ｋ 付 近 ～ ３ ６ ０ ０ Ｋ 付 近 の 間 で 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 膜 厚 の 変 化
に 伴 っ て 周 期 的 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 結 果 か ら 、 図 ２ に お い て 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温 度 が 、 無
色 と さ れ る 色 温 度 ３ ２ ０ ０ Ｋ 以 上 と な る 絶 縁 層 １ ０ ７ の 膜 厚 ｄ ［ ｎ ｍ ］ を 求 め る と 、
　 ｄ ＝ （ １ ０ ０ ＋ １ ７ ０ × ｋ ） ± ３ ０ 　 （ １ ）
　 　 た だ し ｋ ＝ ０ ， １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５
が 得 ら れ る 。 絶 縁 層 １ ０ ７ の 膜 厚 を 、 式 （ １ ） を 満 た す 範 囲 内 に 設 定 す る と き に は 、 色 温
度 の 低 下 を 抑 制 し て 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で の 色 味 の 変 化 を 抑 制 で き る こ と が わ か
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 色 味 は 、 観 察 者 に よ っ て も 周 辺 環 境 に よ っ て も 感 じ 方 が 異 な っ て く る た め 、 本
発 明 者 ら は 、 照 明 と し て 蛍 光 灯 を 用 い た 周 辺 環 境 に お い て 、 正 面 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温 度
が １ ４ ０ ０ ０ Ｋ ～ １ ５ ０ ０ ０ Ｋ で あ る と き 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温 度 が ど の く ら い の
レ ベ ル ま で 低 下 す る と 、 観 察 者 が 、 色 味 の 変 化 を 感 ず る か に つ い て 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結
果 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温 度 が ５ ０ ０ ０ Ｋ 以 上 で あ れ ば 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間
で 色 味 の 変 化 が 感 じ ら れ な い と い う 結 論 を 得 た 。 こ の 結 論 か ら 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 膜 厚 を 式
（ １ ） を 満 た す 値 に 設 定 し た 場 合 に は 、 上 記 の よ う に 、 色 味 の 変 化 は あ る 程 度 抑 制 で き る
も の の 、 色 味 の 変 化 を 全 く 感 じ な い レ ベ ル に ま で 色 温 度 の 低 下 を 抑 制 す る こ と は で き な い
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と い う こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 斜 め 視 野 で の 光 漏 れ は 、 光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ を 構 成 す る 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ で 生 じ る
リ タ デ ー シ ョ ン に よ っ て も 発 生 す る た め 、 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ で 生 じ る 不 要 な リ タ デ ー シ ョ
ン を 抑 制 す る こ と で 、 斜 め 視 野 で の 色 温 度 を ５ ０ ０ ０ Ｋ 以 上 と す る こ と が で き る と 考 え ら
れ る 。 本 発 明 者 ら は 、 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ の 膜 厚 （ リ タ デ ー シ ョ ン ） を 変 化 さ せ て シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン を 行 い 、 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ の 膜 厚 と 、 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ る 色 温 度 と の 関 係 を 調
べ 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で 色 味 の 変 化 を 感 じ な い レ ベ ル に ま で 色 温 度 の 低 下 を 抑 制
で き る 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ の 膜 厚 を 求 め た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 、 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 黒 表 示 時 に お け る 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ の 膜 厚 と 斜 め 視
野 で 観 察 さ れ る 色 温 度 と の 関 係 を 示 し て い る 。 こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で は 、 各 層 の 屈 折 率
と し て 、 図 ２ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 条 件 と 同 様 な 条 件 を 用 い た 。 ま た 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 膜 厚
は 、 代 表 値 と し て 、 図 ２ に お い て 色 温 度 が ３ ２ ０ ０ Ｋ と な る 膜 厚 ５ ８ ０ ｎ ｍ を 採 用 し た 。
こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン か ら 、 黒 表 示 時 に お い て 、 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ の 膜 厚 が 小 さ い ほ ど 、
言 い 換 え れ ば 、 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ が 有 す る リ タ デ ー シ ョ ン が 小 さ い ほ ど 、 斜 め 視 野 で 観 察
さ れ る 色 温 度 が 高 く な る と い う 結 果 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 か ら 、 図 ３ に お い て 、 斜 め 視 野 で の 色 温 度 が ５ ０ ０ ０ Ｋ 以 上
と な る 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ の 膜 厚 を 求 め る と 、
　 ０ μ ｍ ＜ 第 ２ 保 護 層 の 膜 厚 ≦ ５ ７ μ ｍ 　 （ ２ ）
が 得 ら れ る 。 こ こ で 、 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ の 膜 厚 ５ ７ μ ｍ は 、 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン ４ ． ５
ｎ ｍ 、 及 び 、 厚 さ 方 向 の リ タ デ ー シ ョ ン ４ ５ ｎ ｍ に 対 応 し 、 式 （ ２ ） は 、 ０ ｎ ｍ ＜ 第 ２ 保
護 層 の 面 内 の リ タ デ ー シ ョ ン ≦ ４ ． ５ ｎ ｍ 、 及 び 、 ０ ｎ ｍ ＜ 第 ２ 保 護 層 の 厚 さ 方 向 の リ タ
デ ー シ ョ ン ≦ ４ ５ ｎ ｍ と 等 価 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 実 施 形 態 例 で は 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 膜 厚 が 式 （ １ ） を 満 た す よ う に 設 定 す る こ と で 、 斜
め 視 野 で の 色 温 度 の 低 下 を 抑 制 し 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 と の 間 で の 色 味 の 変 化 を 低 減 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 光 入 射 側 の 偏 光 板 １ ０ １ を 構 成 す る 第 ２ 保 護 層 １ １ ３ の 膜 厚 が 式 （
２ ） を 満 た す よ う に 設 定 す る 場 合 に は 、 斜 め 視 野 で の 色 温 度 を 、 正 面 視 野 と 斜 め 視 野 の 間
で 色 味 の 変 化 を ほ と ん ど 感 じ な い ５ ０ ０ ０ Ｋ 以 上 と す る こ と が で き 、 表 示 品 質 の 高 い 液 晶
表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 絶 縁 層 と 液 晶 層 と の 間 に 、 絶 縁 層 に 比 し て 屈 折 率 が
小 さ い 層 を 挿 入 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 絶 縁 層 １ ０ ７ が 、 そ の 絶
縁 層 の 屈 折 率 よ り も 小 さ な 屈 折 率 を 有 す る ２ つ の ガ ラ ス 基 板 １ ０ ６ 、 １ ０ ８ に 挟 み 込 ま れ
る 構 成 と す る こ と が で き 、 こ の 場 合 に も 、 絶 縁 層 １ ０ ７ の 膜 厚 を 式 （ １ ） を 満 た す 範 囲 内
に 設 定 し 、 偏 光 板 １ ０ １ の 第 ２ 保 護 層 の 膜 厚 が 式 （ ２ ） を 満 た す よ う に 設 定 す る こ と で 、
上 記 実 施 形 態 例 と 同 様 に 、 表 示 品 質 の 高 い 液 晶 表 示 装 置 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 屈 折
率 が 低 い 層 に よ っ て 挟 み 込 ま れ た 絶 縁 層 が 積 層 さ れ た 複 数 の 層 か ら な る と き に は 、 そ の 積
層 さ れ た 複 数 の 層 の 膜 厚 の 合 計 が 、 式 （ １ ） を 満 た す よ う に 設 定 す る こ と で 、 色 味 の 変 化
を 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 を そ の 好 適 な 実 施 形 態 例 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は
、 上 記 実 施 形 態 例 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 上 記 実 施 形 態 例 の 構 成 か ら 種 々 の 修 正
及 び 変 更 を 施 し た も の も 、 本 発 明 の 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 例 の 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 黒 表 示 時 に お け る 絶 縁 層 の 膜 厚 と 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ
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る 色 温 度 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ３ 】 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ る 、 黒 表 示 時 に お け る 保 護 層 の 膜 厚 と 斜 め 視 野 で 観 察 さ れ
る 色 温 度 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 例 の 液 晶 表 示 装 置 の 変 形 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ５ 】 一 般 的 な Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ６ 】 Ｉ Ｐ Ｓ 型 の 液 晶 表 示 装 置 の 黒 表 示 時 に お け る 視 野 角 と 観 察 さ れ る 色 度 と の 関 係 を
示 す グ ラ フ 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ ０ ０ ： 液 晶 表 示 装 置
１ ０ １ 、 １ ０ ５ ： 偏 光 板
１ ０ ２ ： Ｔ Ｆ Ｔ 基 板
１ ０ ３ ： 液 晶 層
１ ０ ４ ： カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
１ ０ ６ 、 １ ０ ８ ： ガ ラ ス 基 板
１ ０ ７ ： 絶 縁 層
１ １ １ 、 １ １ ３ ： 保 護 層
１ １ ２ ： 偏 光 子
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